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議事次第
１．開 会

２．はじめに

３．議 事
（１）昨年度の取り組み内容

1）これまでの健全化会議の取り組みについて
2）前回委員会での指摘と対応
3）昨年度の取り組み報告

（２）今年度の取り組み内容
1）行動推進体制の見直し
2）今後の取り組み方針
3）取り組み紹介

（３）その他事項
1）北千葉道路事業の報告
2）印旛沼流域環境・体験フェアの開催概要
3）みなさまへのお願い（WEB）

４．閉 会
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(1)(1)昨年度の取り組み内容昨年度の取り組み内容

11）前回委員会での指摘と対応）前回委員会での指摘と対応
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前回委員会（H24.7.11)での指摘と対応（1/4）

■印旛沼流域水循環健全化会議 第20回 委員会の開催内容
日時：2012（平成24）年7月11日（水）14:20～
場所：幕張メッセ国際会議場3階 301会議室

次 第
１．開 会
２．はじめに
３．議 事
（１）昨年度の取り組み内容

1）前回委員会での指摘と対応
2）計画の進捗管理

（２）今年度の取り組み内容
1）今年度の取り組み概要
2）今年度の主な取り組み紹介
3）みためし行動冬期湛水のとりまとめ報告

（３）その他取り組み報告
1）印旛沼流域環境・体験フェア
2）北千葉道路事業
3）第6期印旛沼に係る湖沼水質保全計画の策定

４．閉 会
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前回委員会（H24.7.11)での指摘と対応（2/4）
議事 No. 主な意見等 対応

(１)昨年度の
取り組み内容

１)前回委員会
での指摘と対
応

1 ・千葉県が産廃王国となったのは、谷津田が放棄さ
れるためである。水源地である谷津田の対策も流域
対策の柱とするべきである。（太田委員）

・不法投棄は谷津田だけでなく一般的な水田でも起
きる。はじめに運び込ませないような対応を行うこと
が必要である。ポイントは集落である。集落の中でき
ちんと議論して、地域として防止していくことを支援し
ていく必要がある。（千賀委員）

・耕作放棄されていない地域
やNPO等の活動により谷津
田の保全活動に取り組んで
いる地域を参考にしながら、
農業WGなどで議論していく 。

2 ・関連する流域の市町も含めて、不法投棄に対してど
ういう対策をとっているか、整理していただきたい。
（虫明委員長）

・今年度実施予定である、対
策進捗の中間レビューの中
で、市町等の状況を把握す
る予定である。

２)計画の進捗
管理

3 ・生産者にも負担にならず、PR効果のある支援から
はじめる事が必要であると考えている。農産物の
マーケティングは、生産者が努力することも必要であ
る。行政はそのサポートを実施していく必要がある。
（仲野WG座長）

・指摘を踏まえ、ちばエコを
申請している生産者に対し
て意識アンケートを行った。
それらの結果を踏まえ、農
業WGなどで議論していく。

4 ・雨水浸透マスの設置基数は整理されているが、そ
の効果はいつ、どのように評価するのか。（本橋委
員）

・1つの指標として河川流量
は継続してモニタリングして
いく。浸透マスの実数やその
効果把握はWGでも課題認
識を持っており、WG等で検
討していく。

印旛沼流域水循環健全化会議 第21回委員会 Sheet5

前回委員会（H24.7.11)での指摘と対応（3/4）

No 主な意見等 対応

(２)今年度の取り
組み

１)今年度の取り
組み概要

－ －

２)今年度の主な
取り組み紹介

①印旛沼ルー
ル

5 ・まずはルールというやり方で進めることを支持する。
将来は義務づけ、制度化を意識して欲しい。（虫明委
員長）

・浸透マスの設置業者へ
周知を図るため、ヒアリン
グや説明会を実施した。
ルールを周知しつつ、効
果的な運用をWGで検討
していく。

6 ・問題があれば修正しながら実施していくこととし、印
旛沼ルールの制定を承認する。（虫明委員長）

・異議なし（各委員）

－

②水草探検隊

③印旛沼データ
センター

－ －

３）みためし行動
冬季湛水のとりま
とめ報告

－ －
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前回委員会（H24.7.11)での指摘と対応（4/4）

議事 No. 主な意見等 対応

（３）その
他取り組
み報告

7 ・佐倉市和田地区において、冬期湛水・不耕起栽培の実験を開
始した。秋祭り・収穫祭を開催予定である。（太田委員）

・連携・後援を考えていただきたい。（虫明委員長）

・3/22の行動推進部会
において、取り組みの結
果を報告いただいた。

・健全化会議として、取
り組みを広く支援できる
体制を検討していく。

8 ・年次報告書を、一般市民に配布することはできないか。ダイ
ジェスト版を配布することを検討いただきたい。（本橋委員）

・毎年でなくてもいいが、節目では印刷物のとりまとめも重要で
ある。（虫明委員長）

・印刷物の発行について
は、行動計画の節目で
ある中間年、または最
終年での成果に関して
とりまとめるなど検討す
る。
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(1)(1)昨年度の取り組み内容昨年度の取り組み内容

22）昨年度の取り組み報告）昨年度の取り組み報告
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昨年度の取り組み

1. 8つの重点対策の推進

• 流域における取組について、一定の成果が得られた。（浸透対
策、環境学習など）

• 「市町村みためし報告会」など、情報共有・連携を図った。

• 沼内の水草再生を目指して植生帯の整備を実施した。

2. 印旛沼・流域再生大賞
• 第1回の大賞受賞者（2者）を表彰した。

3. イベント等での発信・周知
• 「印旛沼流域環境・体験フェア」を開催した。NPOや市、企業と

連携することで、例年以上の参加者（約3,000名）であった。
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雨水浸透・市街地面源負荷対策の推進

• 「印旛沼ルール」周知のため、事業者向
け・住民向けチラシを作成。事業者アン
ケートにより浸透対策への意識を把握。

• 市街地からの負荷を削減するための対
策の一つとして、“雨水調整池改良の手
引き（案）”をまとめた。

改良した加賀清水調整池改良した加賀清水調整池

雨水流入雨水流入

流出流出

事業者向けチラシ

－5－
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印旛沼環境学習の展開

• 佐倉市立染井野小で環境学習を行
い、学習成果を地域へ発信した。

• 生態系WGと連携、四街道市立中央

小での環境学習に水草探検隊を取り
入れた。

• 農業WGと連携、佐倉市立根郷小で、

ちばエコ農業を取り入れた環境学習
を行った。

染井野小学校

根郷小学校水草探検隊
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各市町の取組

• 「市町村みためし」を継続して
実施した。

• 「市町村みためし報告会」の
開催（3月末）、担当者・専門

家で情報と課題を共有した。

市町名 行動名

千葉市   「市民協働の生物調査水辺のいきもの探索隊！」

船橋市 「流域貯留浸透施設実施設計」

成田市 「高度処理型合併処理浄化槽の導入と普及」

佐倉市 「雨水貯留浸透施設設置工事補助金」

八千代市 「特定外来生物オオフサモの除去」

鎌ケ谷市 「印旛沼流入河川の水質調査」

四街道市 「河川（手繰川）清掃」

八街市 「高度処理型合併浄化槽の設置の推進」

印西市
「高度処理型合併処理浄化槽の導入」
～設置と維持管理の推進のために～

白井市 「廃食油の回収」

富里市 「高度処理型合併浄化槽の普及」

酒々井町 「いんば沼を見て学んで清掃だ」

栄町 「水辺のクリーン作戦」
13市町と専門家による発表と
グループディスカッションの様子

平成24年度における各市町の取組

－6－
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■ 浚渫土の有効活用及び植生による自浄機能の向上
→ 印旛沼水質改善技術検討会水草再生ＷＧのアドバイスを受けつつ、

植生帯整備の実施、ザリガニの食害対策等の検討

八代１工区
・閉鎖水域での実験場的位置
づけ
・沈水植物が再生

沼内の水草再生

土浮東工区
・オニビシの繁茂
・シェルター内では沈水植物が再生
・シェルター外では浮遊植物、浮葉形

態をとれる沈水植物（マツモ）も繁茂

舟戸大橋工区
・ナガエツルノゲイトウの繁茂
・シェルター内では沈水植物
が再生

八代３工区

北須賀工区
・ナマズによるザリガニ対策
・シェルター内では沈水植物が
再生

八代２工区
・ナマズによるザリガニ対策
・シェルター内では沈水植物が
再生

●H23年度末迄に完了した箇所
●H24年度に完了する箇所

甚兵衛大橋工区
・沈水植物の再生
・アオミドロ、抽水植物の拡大
・ナガエツルノゲイトウの繁茂
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第1回印旛沼流域・再生大賞の実施

■目的
• 印旛沼・流域の再生を目指すには、積極的に行動する人々を増やすとともに、

より多くの人に知ってもらう、関心を持ってもらうこと、そして、それを根付かせ、
継続させることが必要である。そのためには、次の2つの要素が必要であると
考える。

– すでに行動している組織・団体・個人の

取り組み意欲を維持する（もっと頑張ろう！）

– 組織・団体・個人が新たに行動を始める機会

を提供する（いいね、やってみよう！）

■選考と受賞者
• 表彰者の選考は、選考委員会にて実施

活動名
活動主体の名称

（敬称略）

(財)印旛沼環境基金在職中におけ
るさまざまな啓発活動,及び印旛沼
・流域の歴史を中心とした研究

白鳥 孝治

「印旛沼の水質改善大作戦」
千葉英和高等学校
生物研究部

－7－
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第2回印旛沼流域・再生大賞の募集・選考

• 第1回の募集時・選考時の
課題を改善し、第2回の募

集を行った。

• 期間：H25/1/21～4/15

• 応募資格：年齢、性別等、
資格要件なし

• 広報活動：募集チラシを作
成し、県内各所に配付

• 6/10の選考委員会にて、表

彰者を選考し、本日、表彰
式を行った。

第2回の募集案内
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印旛沼流域環境・体験フェア①

■目的

• 取り組みを住民及び県民に広く
周知し、また、印旛沼を愛護する
精神を育むことをもって、印旛沼
流域の健全な水循環の再生の
ための取り組みを実践する契機
とすることを目的とする。

■2012年度の概要

• 日程：2012年10月20日～21日

• 会場：佐倉ふるさと広場向かい

• 来場者数：2日間合計3,000人
（2011年度は約800人）

－8－
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印旛沼流域環境・体験フェア②

■2012年度の特徴
• 印旛沼隣接地での開催（印旛沼に触れ

、楽しめる仕掛け）
– 屋形船／Ｅボート乗船体験：鹿島川

• 流域全体での取り組み・市町との連携
– 流域内の環境団体によるパネル展示等

– 流域１３市町によるブース出展

– 佐倉市一斉清掃同時開催

• 市民団体等及び関係機関との連携
– 印旛沼環境団体連合会との共催

– 農事組合法人鹿島等農業関係団体との
連携

– 第２回Ｅボートちば大会 印旛沼 同時開
催（市民団体主催）

– 疏水フォーラム２０１２inいんばぬまと連
携（水土里ネット印旛沼主催）

Eボート大会

流域キャラクター集合
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(2)(2)今年度の取り組み内容今年度の取り組み内容

11）行動連携推進体制の見直し）行動連携推進体制の見直し
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行動推進・連携の課題と組織体制の見直し

• これまでの取組
– 「印旛沼流域水循環健全化計画」及び「第1期行動計画（案）」に基

づき、「8つの重点対策群」を中心に様々な取組を進めてきた。

↓

• 取組を進める上での課題
– これまでの取組効果や蓄積知見を整理し、より効果的・効率的に

取組の推進を図る必要がある。

– さらなる行動・連携推進を図る必要がある。
• 流域広域、関係者が多い、取り組むべき分野が多岐にわたる。

↓

• 個別の取組を推進するのみならず、行動全体を俯瞰し、関連する取
組の連携を図ることが必要。

– 「第2期行動計画（案）」の策定準備に取り掛かる必要がある。

↓

• 行動連携推進委員会の立ち上げ

• 組織体制の見直し

印旛沼流域水循環健全化会議 第21回委員会 Sheet19

行動連携推進委員会の立ち上げ

• 「行動連携推進委員会」を組織して、以下の事項につい
て取り組む。

• （１）「現行動計画（案）」のフォローアップ及び「次期行動
計画（案）」の検討

• （２）より効果的・効率的な取組の推進に関する検討

• （３）各取組に関わる情報や課題の共有及びワーキング
間の連携に関する調整

－10－
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行動連携推進委員会メンバー

• 委員長：虫明 功臣

• 委員：
– 学識者 16名

（うちWG等座長 7名）

– 水利用者 2名

– 市民団体 5名

合計24名

属性 氏  名 所  属  ・  職  名 担当 

委員長 虫明 功臣 東京大学 名誉教授  水と地域ＷＧ 

二瓶 泰雄 東京理科大学 准教授 浸透ＷＧ 

千代 慎一 元千葉県環境研究センター センター長 生活排水ＷＧ 

仲野 隆三 （一社）ＪＣ総研 客員研究員 農業ＷＧ 

長谷川 雅美 東邦大学 教授 生態系ＷＧ 

堀田 和弘 元千葉敬愛短期大学 学長 学びＷＧ 

高村 典子 （独）国立環境研究所 生物・生態系環境研究センター長 水草 WG 

福濱 方哉 国土交通省国土技術政策総合研究所 河川研究室長 水質 WG 

味埜 俊 東京大学大学院 教授  

山田 正 中央大学 教授  

中村 俊彦 千葉県立中央博物館 副館長  

原 慶太郎 東京情報大学 環境情報学科 教授  

千賀 裕太郎 東京農工大学 名誉教授  

近藤 昭彦 千葉大学 教授  

岩見 洋一 （独）土木研究所 上席研究員  

本橋 敬之助 （財）印旛沼環境基金 上席研究員  

委員 

（学識者） 

小倉 久子 元千葉県環境研究センター 水質環境研究室長  

清水 豊勝 印旛沼土地改良区 理事長  委員 

水利用者） 小川 佳男 印旛沼漁業協同組合 組合長  

太田 勲 ＮＰＯ印旛沼広域環境研究会 理事長  

堀川 武 佐倉印旛沼ネットワーカーの会 代表幹事  

美島 康男 ＮＰＯ印旛野菜いかだの会 理事長  

金親 博榮 谷当グリーンクラブ 代表  

委員 

（市民団体） 

横山 清美 環境パートナーシップちば アドバイザー  
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健全化会議での組織体制の見直し

※体系の整理（委員会を最上位）
※行動連携推進委員会において各WGの進捗管理

見直し
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規約の改定について

• 組織体制の見直し等の変更に伴い、規約の改定を行う。

（配付資料6 規約改定案を参照）

• 規約の改定について、ご審議をお願いします。（承認事項）
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(2)(2)今年度の取り組み内容今年度の取り組み内容

22）今後の取り組み方針）今後の取り組み方針
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1
健全化会議の取り組みの最高意
思決定機関

虫明委員長

2
WGや取り組みの推進と連携を図
るとともに、行動計画の中間レ
ビューを行う

虫明委員長

3
計画の実施主体である関係機関
との計画進捗に関するアンケート
やヒアリング等

－

4

河川流量や水質調査等データの
整理
水環境および対策の実施状況整
理

－

5
印旛沼流域における取り組みの
功績者を表彰

虫明委員長

6-1
市町が主体となり、小流域単位で連
携した取り組み実践
市町村みためし　等

－

6-2
浸透対策の推進
市街地面源負荷対策の実践

東京理科大学
二瓶座長

6-3 生活排水対策の推進
元県環境研究センター長

千代座長

6-4 環境保全型農業の推進
（社）JC総研
仲野座長

6-5
親しまれる水辺の創造
地域資源の連携強化

虫明座長

6-6 生態系保全に向けた検討
東邦大学

長谷川座長

6-7
印旛沼環境学習の推進（モデル
校環境学習支援等）

堀田座長

6-8 企業連携 企業との連携 －

6-9 連携プログラム 印旛沼連携プログラムの推進 －

7
ベースマップの作成、各取り組に
よるデータの共有

千葉大学
近藤座長

8
水質改善対策（河川事業）の検
討

虫明座長 　

9

取組の情報発信の場、イベントを
兼ねた、広く一般への取り組みの
情報発信の場、子どもまで参加
可能として開催

－

10
平成24年度の取り組み成果とり
まとめ

ー 　

11
イベント等掲載情報の更新
WEBサイトのアクセス数検証

ー 　

12 流域内の関連イベントとの連携 　

重
点
対
策
に
係
る
取
り
組
み

行動連携推進委員会

関係機関との調整

印旛沼・流域再生大賞

印旛沼流域データセンター

印旛沼環境体験フェア

計
画
の
進
捗
管
理

健全化委員会

市町連携

生態系

学び

市
民
活
動
・
企
業
連
携

流域の関連イベント

年次報告書の作成

印旛沼水質改善
技術検討会等

WEBサイトの更新・改善

水と地域の
ネットワーク

各種モニタリング

浸透

生活排水

農業

委員長
座長
等

No. 目的・内容行動
第１期行動計画期間

H25年度

① 6/10

報告会

水草見学会
（県民向け）

10/10

15日応募締切
制度の見直し

検討会

21ｔｈ.委員
会 7/31

③ ④

行政部会
① 7/18

担当者会議②

発表会 3回目の応募

実施主体アンケート

大賞の表彰

報告　意見反映

ヒアリング 再ヒアリング・整理 報告

報告

同日開催

担当者
会議 5/24

モデル校
フィールド学習支援

生態系・水草
再生合同WG

6/11

教員
研修会
7/29

総合学習
の大会
11/8

教員
交流会

大会準備支援

水草WG 水草WG水質WG 検討会

印旛沼環境基金
20th記念イベント

（11月）

随時更新

作成

データ整理

事前審査

WEBサイトで受
賞者の発表

市町村みためしの実践（各市町）

フェア
10/19

チューリップまつり
4/6～4/29

花火
大会
（10月
中旬）

コスモス
まつり
（10月）

選考
委員会

②

水草探検隊
（大流川）7/24

報
告

反
映

植生帯整備
モニタリング

準備会による検討

確認 WEBで公表

①
7/4

今年度の行程表（ロードマップ）

別紙参照別紙参照
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浸透
生活
排水

農業

生態系

学び

市民活動
企業連携

水と
地域NT

市町連携

NPO○○

の会等

○○学校

○○ﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾄ等

外来種
駆除活動

国営２期

連携１ これまでの取組の連携促進・強化
健全化会議の各取組の連携（行動連携推進委員会の下で取組を推進）
例）生態系と学び、農業と学び、市町と生活排水 等

連携２ 流域全体の新しい行動・連携の促進・強化
健全化会議以外の各取組との連携（各団体の自主性を尊重しつつ連携）
例）国営2期と農業、外来種駆除活動と生態系 等

連携※２

連携※１

健全化会議

○○市○○市

○○市

○○団体
○○会社

今後の連携促進のあり方

印旛沼水質
保全協議会 印旛沼環境基金
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計画の中間レビュー

• 健全化計画では目標と取り組みに対して指標を設けて、
計画を推進している。

– 「5つの目標」 例：良質な飲み水 遊び、泳げる

– その達成状況を評価する「9個の指標」 例：水質、清澄性

– 「101個の対策」

– そのうち、特に重要と考えられる対策をまとめ、「8つの

重点対策群」として位置付け、重点的に推進

– 8つの重点対策群に対して、特に数値化できる取り組
みとして「13個の取り組み指標」とその目標値を設定
例：浸透マス、下水道普及率
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中間レビュー実施の背景

• 今年は、第1期行動計画（案）（2009～2015年）の開始か
ら4年が経過し、中間年にあたる。

• このため、取り組み進捗や目標達成状況について、中間
レビューを行う。

• これまでは、行動計画で定めた「101の対策」のうち、「13
の指標」のみで評価してきたが、今回、101の対策全てを

対象として状況を把握する。
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重点対策群 取り組み指標
第一期行動計画（案）

目標値
平成23年度 進捗状況

評価

1　雨水浸透マスの設置基数 8.4万基増

2　透水性舗装の整備面積 35万m2
増

3　貯留施設の整備貯留量 14万m3増

4　下水道普及率 84%
5　高度処理型合併浄化槽利用人数 約17％
6　ちばエコ農業による耕作面積 増加
7　エコファーマー認定件数 増加

④湧水・里山保全 8　特定外来生物の駆除 侵入・拡大させない
⑤水害防御 9　河道整備延長 約11,450m
⑥親水整備 10　親水拠点の整備箇所数 1箇所以上
⑦水草再生 11　植生帯整備面積(延長) 8,000m

12　水環境をテーマとした環境学習実施学校数 増加
13　WEBサイトいんばぬま情報広場のアクセス数 2,000アクセス/月

①雨水地下浸透

②生活排水対策

③環境保全型農業

⑧環境学習、市民
自主活動の促進

35%
28%

51%
36%

31%

19%

35%

49%

0% 50% 100%

延べ107校

2008年から

2008年から

取り組みの進捗状況

• 13個の取組指標に対して、毎年実施量を調査し、目標に

たいする進捗状況を整理

• 進捗が遅れているものや、目標値と差がある取り組みに
ついて、原因分析や、改善方法の議論や、各主体へのフィ
ードバックが十分に実施できていない。

H23管理ライン43%
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目標達成の現状

• 目標達成状況を
見るため、9つの

指標

• 達成に向けて現状
の取り組み、目標
値が妥当かどうか
を確認する。

目標達成
評価指標

2015年度目標値 2011年度の達成状況

水質

★クロロフィルa
:年平均75μg/L以下
★COD:年平均7.5mg/L
以下

西沼においてCODは2010年度で8.9mg/Lでした
が、2011年度では11mg/Lと増加、クロロフィルaも
89μg/Lから110μg/Lと増加しました。また、北沼
においても同じく増加しました。

アオコ発
生

★アオコの発生が目立
たなくなる

COD、Chl.aは増加したが、アオコ発生としては、
2011年度では、2010年度と比べて発生箇所数、
日数ともに減少しました。

清澄性
★透明度が改善する
:0.5m程度

2011年度では、2010年度とほぼ同じ0.1～0.3m程
度で横ばいです。

におい ★臭気が少なくなる
藻臭や下水臭、かび臭等の臭気が2010年度と同
様に発生していました。特に、藻臭は冬期の発生
が見られます。

水道に適
した水質

★2-MIB、トリハロメタン
生成能が改善する

2010年度では、2-MIB・トリハロメタン生成能はそ
れぞれ0.5μg/L・0.152 mg/L、2011年度では
0.3μg/L・0.148 mg/Lでした。2-MIB、トリハロメタ
ン生成能ともに低下しました。

利用者数 ★増加する －
3/11の東日本大震災により印旛沼の被災や、各
種イベントの中止などの影響があったため、評価
は難しいです。

湧水
★印旛沼底や水源の谷
津で豊かな湧水が湧く

注目地点としている加賀清水湧水で2011年度は
2010年度と同様に、枯渇した日はありませんでし
た。

生き物

★かつて生育していた
沈水植物が再生する
★特定外来生物を侵入
・拡大させない

2010年度に引き続き、2011年度においても植生
帯整備工区において沈水植物や希少種が確認さ
れました。
ナガエツルノゲイトウの駆除、カミツキガメの駆除
が継続して実施されています。

水害
★治水安全度が向上す
る

2011年度は浸水による被害は報告されていませ
ん。

まだまだまだまだ
一層の努力一層の努力

達成達成
着実着実
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中間のレビュー実施の目的

• 9つの目標達成状況の評価指標、および101の対策（13取

り組み指標含む）の進捗状況を把握する。

• 取り組みの問題点および課題の整理、解決に向けた方向
性の検討を行う。

• 第2期行動計画（2016～2020年）の策定に向けた議論を

始める。
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第2期行動計画策定に向けたスケジュール案

H25      行動計画目標・施策進捗の確認

(2013) 課題・解決策の抽出（アンケート・ヒアリング）

H26～27   目標・施策の検討

(2014～15)   具体的な行動・取り組みメニュー出し・議論

H28      第2期行動計画(案)策定（計画期間2016－2020）

(2016)
第2期行動計画スタート

H42 健全化計画長期目標

（2030）
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今年度の実施スケジュール

• アンケートやヒアリングを行い、行動連携推進委員会で議
論しながら、整理・検討を進める。
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(2)(2)今年度の取り組み内容今年度の取り組み内容

33）取り組み紹介）取り組み紹介
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(3)(3)その他事項その他事項

11）北千葉道路事業の報告）北千葉道路事業の報告
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(3)(3)その他事項その他事項

22）印旛沼流域環境・体験フェア）印旛沼流域環境・体験フェア
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開催概要・スケジュール

○開催概要○開催概要

•• 名称名称 第１第１11回印旛沼流域環境・体験フェア回印旛沼流域環境・体験フェア

•• 日時日時 平成２５年１０月１９日平成２５年１０月１９日

（佐倉市一斉清掃同時開催）（佐倉市一斉清掃同時開催）

•• 場所場所 印旛沼・佐倉ふるさと広場向かい印旛沼・佐倉ふるさと広場向かい

○スケジュール○スケジュール

•• ８月上旬８月上旬 参加団体募集・概要決定参加団体募集・概要決定

•• ８月中旬８月中旬 第１回全体準備会第１回全体準備会

•• ９月下旬９月下旬 第２回全体準備会第２回全体準備会
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(3)(3)その他事項その他事項

3)3)みなさまへのお願いみなさまへのお願い
・イベント情報の・イベント情報のWEBWEBいんばぬま情報広場へ掲載いんばぬま情報広場へ掲載
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イベントのWEBいんばぬま情報広場へ掲載

＜依頼事項＞
• 流域各所で開催されているイベント（※）情報を、 WEBサイト「いんば

ぬま情報広場」に掲載するため、
– 毎年度の初めに、各主体で予定している印旛沼・環境関連イベントの日

程を教えてください。
– 更新があれば事務局へ情報をお知らせください。または、HP等でイベント

情報が更新されれば、事務局にていんばぬま情報広場へ掲載しますので
、掲載許可をお願いします。（都度の申請は行いません）

• ※想定しているイベント
– 印旛沼、河川をフィールドにしたイベント：調査、清掃、フィールドワーク等
– 印旛沼・河川、または環境、農業や歴史文化等の学習会、講座、セミナー

および見学会
– 町おこしイベント、ちばエコなど地域の農産物販売

＜メリット＞
• 住民の方が他市町のイベント情報を知ることができるようになります。
• 各主体のイベント日程の重複を避けることができます。
• イベント同士で連携を図ることができます。
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いんばぬま情報広場への掲載イメージ

• http://inba-numa.com/ イベント情報の掲載場所

ここに、イベント情報を掲載し
たい。

イベント情報の掲載場所イベント情報の掲載場所

ここに、イベント情報を掲載しここに、イベント情報を掲載し
たい。たい。
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鎌ケ谷市都市建設部道路河川整備課 川崎 慎吾

1

雨水浸透対策について

（１）鎌ケ谷市浸透桝モニター制度

（２）市民提案協働モデル事業
誰にでも気軽に取り組める雨水の浸透・貯留

～まもろう湧水、防ごう浸水～
（囃子水の自然を育てる会）

ファイターズタウン鎌ケ谷
「カビー☆ザ・ベアー」

従来から建築の際に浸透桝の設置をお願いしてきた

（主に新築住宅を対象）

モニター制度導入の背景（１）
（１）鎌ケ谷市浸透桝モニター制度

2

－21－



既存住宅にも浸透桝を普及させる手立てはないか検討

「鎌ケ谷市浸透桝モニター制度」

を平成２２年度より施行

モニター制度導入の背景（２）
（１）鎌ケ谷市浸透桝モニター制度

3

○広報やホームページ等でモニターを募集

○申請地の現地調査

（浸透桝設置の可否や設置基数・場所を決定）

○浸透桝の設置工事を市が発注

実施内容（設置まで）
（１）鎌ケ谷市浸透桝モニター制度

4
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○モニターは降雨時に浸透桝の観測を行い、その状況

を年３回以上市へ報告する。

○市はモニターからの報告を受けて浸透効果を検証し、

浸透桝の普及・啓発に役立てる。

○モニターの任期は浸透桝設置日より３年間とし、任期

満了後は設置した浸透桝を敷地所有者へ帰属する。

実施内容（設置後）
（１）鎌ケ谷市浸透桝モニター制度

5

これまでの実績
（１）鎌ケ谷市浸透桝モニター制度

6

H25.7.22現在

申請件数 設置件数 設置基数

１次募集 ８　（　３） ６　（　３） １０　（　５）

２次募集 ２２　（１９） １３　（１１） ２２　（１９）
３０　（２２） １９　（１４） ３２　（２４）

１次募集 ２１　（１０） １１　（　６） ２０　（１１）

２次募集 １　（　０） １　（　０） １　（　０）
２２　（１０） １２　（　６） ２１　（１１）

１次募集 １　（　０） １　（　０） １　（　０）

２次募集 ５　（　１） ３　（　１） ７　（　２）
６　（　１） ４　（　１） ８　（　２）

合計 ５８　（３３） ３５　（２１） ６１　（３７）

Ｈ２５ １次募集 ３　（　１） ２　（　１） ６　（　４）

※２　Ｈ２５の設置基数は予定
※１　（　）内数字は印旛沼流域

鎌ケ谷市浸透桝モニター制度実績

小計

年度

Ｈ２２

小計

Ｈ２３

小計

Ｈ２４
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○モニターとの連携強化

（より多くの報告データを集積）

○新規モニターの獲得

（特に、いかにして自治会等の協力を得られるか）

○浸透桝の設置場所が十分確保できない場合の対応

今後の課題
（１）鎌ケ谷市浸透桝モニター制度

7

多様化した市民ニーズに対応するために、市民との協働
を推進することにより、地域社会の課題を行政だけでなく市
民も含めて共に解決を図ることを目的とする取り組み。

市民提案協働モデル事業とは
（２）市民提案協働モデル事業

8
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活動拠点の囃子水公園は、神社、斜面林に囲まれた湿地
であり、雨水貯留池を兼ねた公園。現在でもあちこちで湧水
を確認出来る。

湧水を保全し、湿地や池等を多様な生き物の住める空間
とすることを目的とし、その一環として雨水浸透に取り組む。

『囃子水の自然を育てる会』の活動（１）

（２）市民提案協働モデル事業

9

雨水浸透を行うために、ペットボトルのような身近なものを
用いて、どの家庭でも手軽に気軽に安価に取り組める簡易
な雨水浸桝を設置。

また、雨水の有効利用を図るために、

雨樋とポリバケツ等をつないで貯留タン

クも作成。

『囃子水の自然を育てる会』の活動（２）

（２）市民提案協働モデル事業

10
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雨水浸透に取り組むことは、湧水の保全だけでなく浸水
対策にもつがるため、協働で行うことにより、行政として浸
水対策を発展させることが出来るだけでなく、市民にも雨
水浸透の必要性をアピールする機会となる。

『囃子水の自然を育てる会』との協働目的

（２）市民提案協働モデル事業

11

浸透桝の設置①

（２）市民提案協働モデル事業

12

①１．５～２．０ℓのペットボトルの底を抜いてつなぎ合わせ、

１ｃｍ程度の穴を側面にいくつか開けておく。ペットボトルの

ふたは全てはずし、底にも大きな穴を開ける。
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浸透桝の設置②

（２）市民提案協働モデル事業

13

②浸透させたい場所にペットボトルの太さの３倍程度の穴を掘

り、底に３０ｃｍほど川砂を敷く。

浸透桝の設置③
（２）市民提案協働モデル事業

14

③穴の内側に沿って透水シート及び砕石を敷き、ペットボトル

の注ぎ口部分を下に向けて差し込み、ペットボトルが埋まる

くらい周りに砕石を詰めていく。
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浸透桝の設置④
（２）市民提案協働モデル事業

15

④雨樋を上からつなぎ、ふたをかぶせたら完了。

市民に雨水浸透の必要性をアピールし、浸透桝の設置
基数を増やすだけでなく、ペットボトルを用いた簡易な浸
透桝「鎌ケ谷モデル」を確立することを目指す。

今後について
（２）市民提案協働モデル事業

16

かまがや盛り上げ隊
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11

平成平成2525年年 77月月3131日日

北千葉道路建設事務所北千葉道路建設事務所

北千葉道路事業における取り組み北千葉道路事業における取り組み

22

北千葉道路計画の概要北千葉道路計画の概要北千葉道路計画の概要

印西市

成田市

北千葉道路 約L=43km

（一部6車線化L=10.0km）
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33

北千葉道路（印旛～成田）について北千葉道路（印旛～成田）について北千葉道路（印旛～成田）について

路線名路線名 ：： 一般国道４６４号一般国道４６４号 北千葉北千葉道路
延長延長 ：： 約約13.513.5ｋｍｋｍ
車線数車線数 ：： ４車線４車線

北千葉道路ニュースVol.2より抜粋

44

ヨシ原造成と順応的管理について

北千葉道路及び成田新高速鉄道事業は、千葉県
立自然公園の特別地域に指定されている北印旛沼
を橋梁で通過する計画としており、同事業の環境影
響評価において、周辺に生息する湿地性希少鳥類の
生息地の一部が、生息環境として適さなくなるおそれ
があると予測されました。

これら鳥類への環境影響の程度を回避・低減する
必要が生じたため、印旛沼周辺に湿地性鳥類の新し
い生息環境を造成し、影響が生じると予測された生
息地の代償措置を図ることとしたものです。
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55

ヨシ原造成全体図

66

「印旛沼ヨシ原の順応的管理に関する検討会」

千葉敬愛短期大学 元学長
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77

・第 １回 平成１９年１１月１３日
・第 ２回 平成２０年 ２月 ７日
・第 ３回 平成２０年 ６月２２日
・第 ４回 平成２０年 ８月２６日
・第 ５回 平成２０年１２月 １日
・第 ６回 平成２１年 ２月１６日
・第 ７回 平成２１年 ６月２３日
・第 ８回 平成２１年１１月１６日
・第 ９回 平成２２年 ３月 ８日
・第１０回 平成２２年 ６月２１日
・第１１回 平成２２年１１月１５日
・第１２回 平成２３年 ６月２７日
・第１３回 平成２３年１０月 ３日
・第１４回 平成２４年 ２月２７日
・第１５回 平成２４年 ７月２４日
・第１６回 平成２４年１１月２０日
・第１７回 平成２５年 ２月１９日
・第１８回 平成２５年 ７月３０日

「印旛沼ヨシ原の順応的管理に関する検討会」
の開催状況

第１７回検討会開催状況

北須賀工区視察（第１５回） 北須賀工区視察（第１６回） 大竹工区視察（第１７回）

88

北須賀工区 ヨシの生育状況（平成22年度～平成25年度） Ｎｏ．１
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99

北須賀工区 ヨシの生育状況（平成22年度～平成25年度） Ｎｏ．２

1010

北須賀工区 ヨシの生育状況（平成21年度～平成25年度） Ｎｏ．３

Ａ地区

Ｂ地区

 

北須賀A地区の植栽新条年毎の平均生長
(2009年計測、2010年計測)
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北須賀A地区の植栽新条年毎の平均生長
(2011年計測)
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北須賀Ａ地区の植栽新条年毎の平均生長

(2012年計測、2013年計測)
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　北須賀B地区における　09年度新条株の09,10年の平
均生長
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※バーは標準偏差

北須賀B地区における'09年度植栽新条株の'11年の平均生長
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北須賀B-1,2,3の平均生長(2012年計測、2013年計測)

平成22年（平成20年植栽）

平成21年（平成20年植栽）

平成22年（平成21年植栽）

平成21年（平成21年植栽）

平成22年

平成21年 平成25年

平成24年
平成23年

平成23年（平成20年植栽）

平成23年（平成21年植栽） 平成24年（平成21年植栽）

平成25年（平成21年植栽）

平成24年（平成20年植栽）

平成25年（平成20年植栽）
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1111

北須賀工区 ヨシの生育状況（平成21年度～平成25年度） Ｎｏ．４

Ｃ地区

Ｄ地区

 

北須賀C地区の植栽新条年毎の平均生長
(2009年計測、2010年計測)
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北須賀C地区の植栽新条年毎の平均生長
(2011年計測)
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北須賀Ｃ地区の植栽新条年毎の平均生長
(2012年計測、2013年計測)
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　北須賀D地区における　09年度新条株の09,10年の
平均生長
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北須賀D地区における'09年度植栽新条株の'11年の平均生長
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北須賀D-2,4の平均生長(2012年計測、2013年計測)

平成22年（平成20年植栽）

平成21年（平成21年植栽）

平成22年（平成21年植栽）
平成23年（平成21年植栽）

平成23年（平成20年植栽）

平成24年（平成20年植栽）

平成25年（平成20年植栽）

平成24年（平成21年植栽）

平成25年（平成21年植栽）

平成21年

平成22年

平成23年
平成24年

平成25年
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大竹工区 ヨシの生育状況（平成22年度～平成25年度） Ｎｏ．１
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大竹工区 ヨシの生育状況（平成22年度～平成25年度） Ｎｏ．２

1414

大竹工区 ヨシの生育状況（平成21年度～平成25年度） Ｎｏ．３

１工区 Y.P+2.3m

２工区 Y.P+1.8m

 

大竹1工区（YP+2.3m)における新条株の09,10年の
平均生長

0

40

80

120

160

200

240

280

320

 5月  6月  7月  8月 9月 10月

観測月

茎
長

(c
m

)

2010年

2009年

※バーは標準偏差

 

0

40

80

120

160

200

240

280

320

5月 6月 7月 8月 9月 10月

観測月

2011年

　　　　　　　　　　　　　　　※バーは標準偏差
大竹1工区(YP+2.3m)における新条株の'11年の平均生長
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大竹1-A,Bの平均生長(2012年計測、2013年計測)

 

大竹2工区（YP+1.8m)新条株の09,10年の平均生長
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　　　　　　　　　　　　　　　　　※バーは標準偏差
大竹2工区(YP+1.9m付近)における新条株の'11年の平均生長
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大竹2-A,Cの平均生長(2012年計測、2013年計測)

平成2２年

平成21年
平成23年 平成24年

平成25年

平成2２年

平成21年

平成23年

平成24年

平成25年
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大竹工区 ヨシの生育状況（平成21年度～平成25年度） Ｎｏ．４

３工区 Y.P+1.6m

４工区 Y.P+1.7m

 

大竹3工区（YP+1.8m)新条株の09,10年の平均生長
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大竹3工区(YP+1.6m)における新条株の'11年の平均生長
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大竹3-Aの平均生長(2012年計測、2013年計測)

 

大竹4工区（YP+1.6m)新条株の09,10年の平均生長
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大竹4工区(YP+1.7m)における新条株の'11年の平均生長
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大竹4-Bの平均生長(2012年計測、2013年計測)

平成2２年
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平成25年

1616

北須賀工区 魚類調査結果（平成２４年度）
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1717

大竹工区 魚類調査結果（平成２４年度）

1818

北須賀工区 両生類調査結果（平成２４年度）
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大竹工区 両生類調査結果（平成２４年度）

2020

ヨシの生長を阻害する、セイタカアワダチソウ、ヤナギ等の除去を実施

北須賀工区 ヤナギ除去北須賀工区 セイタカアワダチソウ除去

大竹工区 セイタカアワダチソウ除去 大竹工区 ヤナギ除去

北須賀工区・大竹工区 順応的管理の実施状況（平成２４年度）
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C地区において、沼側の板柵を一部下げて、沼の水を工区内の池に流入させる工事を実施。
・板柵水路工（W=1,000 H=300）：L= 5.0m
・素掘水路工（W=1,000 H=300）：L=14.4m

板柵水路工 着工前

板柵水路工 完成

素掘水路工 着工前

素掘水路工 完成

北須賀工区 順応的管理の実施状況（平成２４年度）

2222

• 北池付近の排水設備を操作し、定期的に水を抜くことにより水位を変動させ、水の循環を促し、水質改善を
図る。

• 排水設備の下限まで水位を下げ、水位が元に戻るまでを１サイクルとし、１サイクル後に水質、底質、生物
のモニタリングを行い、効果を確認する。

排水設備 操作前 排水設備 操作３日後

大竹工区 順応的管理の実施状況（平成２４年度）

 

北池 排水設備の操作に

より水位を操作す

る。 
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北須賀工区 鳥類利用実態調査結果（平成２５年度）

2424

北須賀工区 鳥類利用実態調査結果（平成２５年度）
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北須賀工区 鳥類利用実態調査結果（平成２５年度）

2626

北千葉道路の建設に係る順応的管理のしくみ

《北印旛沼周辺》
北印旛沼における
ヨシ原の造成

（環境影響評価による代償措置）

・湿地性鳥類などの生息環境の創出。

・学識経験者、専門家などによる『印旛沼
ヨシ原の順応的管理に関する検討会』
において検討。

《道路沿線周辺》
調整池などの活用

・子どもたちと環境を考える
「子ども会議」を定期的に開催。

子どもたちからのさまざまな意見、提案

北千葉道路の建設

保全措置

環境負荷の低減

子ども会議
・NPO、小学生と連携。
・北千葉道路に係わる研究活動の場を提供。

北千葉道路のPR・理解

ビオトープ
etc

アドバイス

子どもからの質問

－41－
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子ども会議（１）

講義の様子

工事現場見学の様子 印旛沼見学の様子 ヨシ原（大竹工区）見学の様子

成田市立八生小学校４年生（平成２４年度）

成田市立玉造小学校４年生（平成２５年度）
 実施時期：７月上旬

 内 容：

印旛沼・鳥の講義（講師：堀田先生・浅野先生）

印旛沼見学（屋形船）

北千葉道路工事現場見学（印旛沼渡河橋）

ヨシ原（大竹工区）見学

2828

子ども会議（２）

講義の様子

ビオトープ予定地の見学の様子（１） 学習発表会の様子

印西市立いには野小学校４年生
 平成２４年度：６月、１０月、１月の計３回実施

 平成２５年度：６月下旬に実施

 内 容：

１回目 印旛沼・鳥の講義（講師：堀田先生・浅野先生）

印旛沼見学（屋形船）

北千葉道路工事現場見学（印旛沼渡河橋）

２回目 ビオトープでの生物調査等

３回目 ビオトープでの生物調査等

※ １年間の学習成果を、２月の学習発表会で発表

ビオトープ予定地の見学の様子（２）
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